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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第２四半期
連結累計期間

第64期
第２四半期
連結累計期間

第63期

会計期間

自2019年
　４月１日
至2019年
　９月30日

自2020年
　４月１日
至2020年
　９月30日

自2019年
　４月１日
至2020年
　３月31日

売上高 （千円） 4,851,351 4,828,018 10,146,446

経常利益 （千円） 311,116 390,430 954,301

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 175,409 253,396 612,342

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 171,032 263,824 573,455

純資産額 （千円） 4,952,832 5,475,447 5,355,255

総資産額 （千円） 11,035,794 11,374,524 11,473,027

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 366.37 529.26 1,278.97

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 44.9 48.1 46.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 306,925 460,539 1,050,779

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △178,994 △50,478 △287,656

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △141,492 △543,949 △375,434

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,838,801 3,106,162 3,240,051

 

回次
第63期

第２四半期
連結会計期間

第64期
第２四半期
連結会計期間

会計期間

自2019年
　７月１日
至2019年
　９月30日

自2020年
　７月１日
至2020年
　９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 244.92 312.58

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益につきましては、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　　　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

①経営成績

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大により引き続き経済活動の制限

や個人消費の停滞があり国内景気は悪化しております。また、世界的にも各国の状況、対応は様々ですが景気の減

速は続いており、国内外において景気は不透明な状況にあります。

当社グループが関連する工事用保安用品業界におきましては、新型コロナウイルス感染拡大により、各イベント

の中止や工事の延期・中断等の悪影響を及ぼしております。一方で、業界を全体的に見るとインフラの老朽化によ

る整備、災害対策工事は堅調に推移しております。

この様な状況下、高付加価値商品の改良、増産を継続的に行いレンタル売上強化による利益率の向上と迅速な商

品供給等、様々な状況に対応した対策を講じてまいりました。また、新型コロナウイルス感染拡大の影響を最小限

に抑えられるよう迅速に情報を入手し対応を考え行動してまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売上高4,828百万円（前年同期比0.5％減）、営業利益401

百万円（前年同期比25.1％増）、経常利益390百万円（前年同期比25.5％増）、親会社株主に帰属する四半期純利

益253百万円（前年同期比44.5％増）となりました。

 

②財政状態

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末と比較して98百万円減少し11,374百万円となりま

した。この主な要因は、現金及び預金の減少133百万円、受取手形及び売掛金の減少23百万円、建物及び構築物の

減少27百万円、レンタル資産の減少57百万円、リース資産の増加99百万円、無形固定資産の増加21百万円でありま

す。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末と比較して218百万円減少し5,899百万円となりま

した。この主な要因は、支払手形及び買掛金の減少47百万円、借入金の減少201百万円、リース債務の増加99百万

円、未払法人税等の減少28百万円であります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産の部は、前連結会計年度末と比較して120百万円増加し5,475百万円となり

ました。この主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益253百万円、配当金の支払143百万円であります。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

133百万円減少の3,106百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、得られた資金は460百万円（前年同期306百万円の収入）となりました。

　この内訳の主なものは、収入では税金等調整前四半期純利益390百万円、減価償却費396百万円、売上債権の

減少額23百万円、支出ではレンタル資産取得による支出98百万円、仕入債務の減少額47百万円、法人税等の支

払額166百万円であります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は50百万円（前年同期178百万円の支出）となりました。

　この内訳の主なものは、支出で有形固定資産の取得による支出20百万円、その他の支出30百万円でありま

す。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は543百万円（前年同期141百万円の支出）となりました。

　この内訳の主なものは、支出では借入金の減少201百万円、リース債務の返済による支出198百万円、配当金

の支払額143百万円であります。

 

(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(4）経営方針・経営戦略等

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(5）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(6）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発活動の総額は、208千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,680,000

計 1,680,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2020年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年11月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 500,000 500,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 500,000 500,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金
残高（千円）

2020年７月１日～

2020年９月30日
－ 500,000 － 886,000 － 968,090
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（５）【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

㈲裕﨑興産 東京都文京区本郷5-25-14 138,460 28.92

岡﨑　勇 東京都杉並区 78,440 16.38

MSIP CLIENT SECURITIES

(常任代理人　モルガン・スタン

レーＭＵＦＧ証券㈱)

25 Cabot Square, Canary Wharf, London

E14 4QA, U.K.

(東京都千代田区大手町1-9-7)

17,300 3.61

堀江　豊 福井県小浜市 13,000 2.72

吉田　知広 大阪府大阪市淀川区 11,100 2.32

㈱日本カストディ銀行（信託口） 東京都中央区晴海1-8-12 10,900 2.28

前山　満 和歌山県和歌山市 10,500 2.19

小川　由晃 和歌山県和歌山市 10,200 2.13

柿沼　佑一 埼玉県さいたま市中央区 10,000 2.09

吉田　政功 神奈川県横浜市磯子区 9,900 2.07

計 － 309,800 64.71

（注）上記㈱日本カストディ銀行（信託口）の所有株式数は、すべて信託業務に係る株式であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 21,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 478,100 4,781 －

単元未満株式 普通株式 700 － －

発行済株式総数  500,000 － －

総株主の議決権  － 4,781 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が23株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

セフテック㈱
東京都文京区本郷

5-25-14
21,200 － 21,200 4.24

計 － 21,200 － 21,200 4.24

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,240,051 3,106,162

受取手形及び売掛金 2,552,598 2,529,388

商品及び製品 1,066,681 1,051,564

原材料 201,370 218,681

その他 47,498 56,238

貸倒引当金 △400 △400

流動資産合計 7,107,801 6,961,635

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 781,575 753,695

レンタル資産（純額） 431,915 374,576

土地 1,831,126 1,831,126

リース資産（純額） 860,093 959,462

その他（純額） 23,022 22,692

有形固定資産合計 3,927,734 3,941,554

無形固定資産 29,279 51,168

投資その他の資産   

投資有価証券 135,174 148,957

繰延税金資産 155,095 153,061

その他 119,021 119,225

貸倒引当金 △1,079 △1,079

投資その他の資産合計 408,212 420,165

固定資産合計 4,365,226 4,412,888

資産合計 11,473,027 11,374,524
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,017,165 970,041

短期借入金 1,801,000 1,651,000

1年内返済予定の長期借入金 103,200 603,200

リース債務 330,348 378,448

未払法人税等 186,326 157,480

賞与引当金 85,482 103,197

その他 312,195 252,050

流動負債合計 3,835,716 4,115,417

固定負債   

長期借入金 1,238,800 687,200

リース債務 538,642 590,115

長期未払金 65,600 65,600

再評価に係る繰延税金負債 95,216 95,216

退職給付に係る負債 341,996 343,727

その他 1,800 1,800

固定負債合計 2,282,055 1,783,660

負債合計 6,117,772 5,899,077

純資産の部   

株主資本   

資本金 886,000 886,000

資本剰余金 968,090 968,090

利益剰余金 4,808,695 4,918,458

自己株式 △77,578 △77,578

株主資本合計 6,585,206 6,694,969

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 21,723 32,227

土地再評価差額金 △1,252,689 △1,252,689

退職給付に係る調整累計額 1,015 939

その他の包括利益累計額合計 △1,229,951 △1,219,522

純資産合計 5,355,255 5,475,447

負債純資産合計 11,473,027 11,374,524
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 4,851,351 4,828,018

売上原価 2,571,710 2,480,892

売上総利益 2,279,641 2,347,125

販売費及び一般管理費 ※ 1,958,370 ※ 1,945,160

営業利益 321,270 401,965

営業外収益   

受取利息 92 49

受取配当金 3,505 4,150

受取賃貸料 1,256 2,334

その他 3,333 3,254

営業外収益合計 8,187 9,788

営業外費用   

支払利息 15,804 15,676

その他 2,536 5,646

営業外費用合計 18,341 21,323

経常利益 311,116 390,430

特別損失   

固定資産除却損 26,578 －

特別損失合計 26,578 －

税金等調整前四半期純利益 284,538 390,430

法人税、住民税及び事業税 112,847 138,245

法人税等調整額 △3,718 △1,211

法人税等合計 109,128 137,033

四半期純利益 175,409 253,396

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 175,409 253,396
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純利益 175,409 253,396

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △4,444 10,503

退職給付に係る調整額 66 △75

その他の包括利益合計 △4,377 10,428

四半期包括利益 171,032 263,824

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 171,032 263,824

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間

(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 284,538 390,430

減価償却費 360,388 396,786

固定資産除却損 26,578 －

レンタル資産取得による支出 △161,547 △98,965

受取利息及び受取配当金 △3,598 △4,200

支払利息 15,804 15,676

売上債権の増減額（△は増加） 68,327 23,210

たな卸資産の増減額（△は増加） △33,003 △2,194

仕入債務の増減額（△は減少） △53,871 △47,123

その他 △20,698 △35,440

小計 482,919 638,179

利息及び配当金の受取額 3,597 4,213

利息の支払額 △15,894 △15,620

法人税等の支払額 △163,695 △166,233

営業活動によるキャッシュ・フロー 306,925 460,539

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △3,014 －

有形固定資産の取得による支出 △172,938 △20,698

貸付金の回収による収入 230 270

その他の支出 △3,629 △30,377

その他の収入 357 326

投資活動によるキャッシュ・フロー △178,994 △50,478

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 200,000 △150,000

長期借入れによる収入 400,000 －

長期借入金の返済による支出 △451,300 △51,600

リース債務の返済による支出 △146,977 △198,790

配当金の支払額 △143,215 △143,559

財務活動によるキャッシュ・フロー △141,492 △543,949

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △13,561 △133,888

現金及び現金同等物の期首残高 2,852,363 3,240,051

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,838,801 ※ 3,106,162
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間

（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日

　　至 2020年９月30日）

運搬費 339,484千円 339,589千円

貸倒引当金繰入額 140 21

従業員給料・賞与 712,775 723,754

賞与引当金繰入額 96,840 99,027

退職給付費用 23,436 23,252

賃借料 210,027 212,207

減価償却費 40,006 40,566

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

現金及び預金勘定 2,838,801千円 3,106,162千円

現金及び現金同等物 2,838,801 3,106,162

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 143,633 300 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月29日

定時株主総会
普通株式 143,633 300 2020年３月31日 2020年６月30日 利益剰余金

 
２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年９月30日）

当社グループは単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日）

当社グループは単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純利益 366円37銭 529円26銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 175,409 253,396

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（千円）
175,409 253,396

普通株式の期中平均株式数（株） 478,777 478,777

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

 

 

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年11月９日

セフテック株式会社

取締役会　御中

 

 ＥＹ新日本有限責任監査法人

 東 京 事 務 所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 飯　畑　史　朗　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 唯　根　欣　三　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセフテック株式

会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年９

月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算

書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セフテック株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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